
環境省面談交渉結果まとめ 
      ２０１０年１０月３０日 辺野古実 省交渉準備チーム 
日時：２０１０年１０月１４日（木）１６時～１７時１５分 
場所：参議院議員会館 議員第二会議室 
出席：辺野古実１１名 

山内議員、森木さん、服部議員、芦澤さん 
環境省 
高木敏さん（環境省自然環境計画課課長補佐、環境影響審査室審査官） 
鈴木啓太さん（総合環境政策局環境影響評価課係長） 
植竹朋子さん（総合環境政策局環境影響評価課環境影響審査室主査） 
山崎進さん（自然環境局野生生物課課長補佐） 
荒牧まりささん（自然環境局自然環境計画課サンゴ礁保全専門官） 

他に、琉球新報記者、国会前座り込み者が傍聴 
結果 ： 「見ざる聞かざる言わざる」環境省、「意図的な不作為を決め込む」環境省に対して、辺野古実が強

く抗議。 
質問大項目毎の回答抜粋 
１ 「辺野古アセス」  
アセス段階は準備書終了段階。法令に則ってアセスが実施されている。 
オスプレイ配備・飛行経路変更などは確定とは聞いていない、正式に確定しても県条例に従えばアセス見直しは

必要が無いと事業者が判断している。環境省の判断はしていないが、確かに機種変更や飛行経路変更は方法書に

戻ってアセスを見直す要件に入っていない。また、確定する「タイミング」から見直せない可能性を示唆。 
5.28「日米共同声明」、8.31 日米専門家検討会議、糸数議員質問主意書への 10.12 閣議答弁書には環境省は関与

していない。 
２ 環境大臣意見 
アセスに環境大臣意見を出すとは言えない（再三の要請にも応じず、以前の回答から退歩！）。自公政権時には

普天間移設協議会に環境省が参加していたが今は無いので環境大臣の発言の場が無い。 
３ ＣＯＰ１０について 
締約国１９２カ国が合意し決議採択することに取り組んでいる。ジュゴンとサンゴ礁保護等については事業者が

適切に行なっていると考えている。「藻場と干潟の保全決議」、「ジュゴン保護覚え書き署名国会議」への参加を

要請。 
４ 環境影響評価法 
環境影響評価法の改正は継続審議。改正案では、手続きの適用除外規定は災害発生と社会的要請、ゼロオプショ

ンの義務付けは難しい。 
詳細はＩＣレコーダ起こし報告を参照。以下は琉球新報１０月１５日の記事。 

    


